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社協だよりは、「赤い羽根共同募金」配分金の一部で発行させていただいています。 



 

平成 30年度 

今回も市民の皆さま方の温かいご理解と自治会の方々から格別のご協力を賜り、 

このように心のこもったご寄付をいただきましたことに心より御礼申し上げます。 

また、募金箱の設置や職域募金にご協力いただいた事業所の皆さま方、誠にありがとうございました。 

 法人募金として、次の方々からも温かいご協力を賜りました。 

株式会社紀和 

株式会社信和 

有限会社宮原自動車 

有限会社ボウキョウ 

株式会社あすなろ 

株式会社早和果樹園 

有田交通株式会社 

紀伊国屋工業株式会社 

阪本・野上保険事務所株式会社 

逢井八角網漁業生産組合 

一般社団法人有田市医師会 

株式会社近畿コンサルタント 

有田生コンクリート産業株式会社 

大日本除虫菊株式会社紀州工場 

株式会社東亜プロパン商事 

社会福祉法人有田ひまわり福祉会 

三菱電線工業株式会社 

有田食品株式会社 

株式会社ヤナセ 

有限会社岩田自動車 

株式会社宮本商店 

株式会社サザンクロス 

他、匿名希望の方 

（順不同、敬称略） 

町のみんなで集めた募金は、じぶんの町を良くする活動に使われています。 

皆さまからいただいた募金は有田市内および県内の福祉活動を行う団体等に配分 

され、高齢者、障がい児者、児童・青少年福祉や地域福祉などの民間の福祉活動を 

支えるために役立てられます。また、災害等準備金としての積立や被災地支援にも 

使用させていただきます。ありがとうございました。 

いきいきサロン のご案内 

手作りおやつとおいしいお茶・コーヒーを

味わいながら、楽しいひと時を過ごしていた

だいています。 

ご近所のお友達やご家族を誘って、どなた

でもお気軽にお立ち寄りください。 

 日 程：毎月第 1木曜日 

（5月、1月は 第2木曜日） 

時 間：午後 1時 30分～3時 30分 

場 所：有田市福祉館なごみ 

2階 研修室 

お茶代：100円（おやつ付き） 

介護に関する疑問や 

悩みを何でも相談でき、 

何でも話し合い、共感 

し合える場として、毎月 

１回、もの忘れ介護相談サロンを開いています。 

認知症の方、ご家族の方、その他介護でお困り 

の方など、どなたでもご参加いただけます。 

もの忘れ介護 

相談サロン 

日 程：毎月第１木曜日 

（５月、１月は 第２木曜日） 

時 間：午後１時 30分～３時 30分 

場 所：有田市福祉館なごみ ２階 介護者教室 

地域の少人数の集まりなどにも出張します。 

お気軽にお問い合わせください。 

有田市社会福祉協議会  ８８－２７５０ 



 

昨年７月に発生した「西日本豪雨」は広い範囲

で土砂崩れや河川の氾濫が多発し、甚大な被害と

なりました。本会では被災された岡山県倉敷市へ

職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営

支援にあたりました。 

今回、派遣職員から被災地の状況や現地での災

害ボランティアセンターの運営、災害ボランティ

ア活動等について報告いたします。また防災、減

災、災害への備えに役立てていただくため、災害

時に役に立つ工夫とアイデアをお伝えします。 

当事者となった際に自分にできること、すべき

ことを考える機会として、ぜひご参加ください。 

有田市社会福祉協議会 石井 秀明 

「災害時に役立つ工夫とアイデア」 

 有田市地域包括支援センター 坂部 美紀 氏 

日 時  平成３１年３月１０日（日） 

１０：００～１１：３０（予定） 

会 場  有田市福祉館なごみ ２階 研修室  

定 員  ５０名 

持ち物  新聞紙２枚、レジ袋（大）１枚 

申込先：有田市社会福祉協議会 ８８－２７５０ 

 

「
困
っ
て
い
る
声
」
が
あ
る
ん
や
っ
た
ら 

 
 

僕
ら
で
や
れ
る
こ
と
や
ろ
ら
よ
！  

  

新
堂
老
人
ク
ラ
ブ
の
新
し
い
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

今
年
度
、
「
朋
輩
い
っ
ぱ
い
作
戦
会
議
」
に
参
加
さ
れ
た
新

堂
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
さ
ん
が
「
買
い
物
」
の
困
り
事
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
原
因
を
共
有
し
ま
し
た
。 

・
高
齢
に
な
る
と
、
重
い
も
の
を
一
人
で
は
持
て
な
い
。 

・
車
の
運
転
が
で
き
な
い
の
で
大
き
い
も
の
を
買
う
と 

配
送
料
の
方
が
高
く
つ
く
。 

 

普
段
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
女
性
役
員
か
ら
こ
の
困
り
事

を
聞
い
た
男
性
役
員
た
ち
が
、
僕
ら
に
で
き
る
助
け
合
い
活
動

を
や
っ
て
み
よ
う
と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
は
、「
無
理
せ
ず
、
少
し
ず
つ
」。
毎
月
十
日
を
活

動
日
と
し
、
事
前
に
各
地
区
役
員
が
声
か
け
を
し
て
、
一
人
で

は
買
い
物
が
難
し
い
方
と
、
男
性
役
員
が
ペ
ア
に
な
り
、
自
家

用
車
で
一
緒
に
買
い
物
に
行
き
ま
す
。 

 

活
動
を
始
め
て
み
て
、
な
か
な
か
利
用
者
に
繋
が
ら
な
い
も

ど
か
し
さ
も
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
風
に
声
か
け
を
す

れ
ば
使
い
や
す
い
か
、
皆
さ
ん
で
協
議
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま 

す
。
ま
た
、
運
転
者
の
ご
家
族
の
理 

解
も
必
要
で
、
そ
の
対
応
も
皆
さ
ん 

で
協
議
さ
れ
ま
し
た
。  

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
始 

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
地 

域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と 

で
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
ま 

ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
そ
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
敬
服
し
ま
す
。 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

レ
ポ
ー
ト 

１ 

福祉用具・車いすを無料で貸し出しています。 

購入前の試用、旅行や通院、けがなど一時的に 

必要な時にご利用ください。 

貸し出しできる福祉用具 

・浴槽用手すり・バスボード・シャワーチェア 

・歩行器・四点杖・ポータブルトイレ   など 

◆ 福祉用具（貸出期間：１週間まで） 

◆ 車 い す（貸出期間：１ヶ月まで） 

 

まずは、お電話でお問い合わせください。 

  有田市社会福祉協議会  ８８－２７５０ 

事業開始以降、少しずつ

新規締結が増えています。 

平成 31 年 1 月末時点で

締結企業は計 14 社となり

ました。 

これらの寄付つき商品

による寄付金は、地域福祉

事業に活用させていただ

いています。ありがとうご

ざいます。今後も新たな企

業様からのお申し出をお

待ちしています。 
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 誰もが安心して住めるまち有田市に 

 

。 

「認知症は怖い」 「認知症になるのはイヤだ」 

【認知症サポーター養成講座】 

【もももカフェ】 

お問い合わせはこちらへ   有田市社会福祉協議会    ８８－２７５０（担当 木原・川口） 

有田市地域包括支援センター ８３－１１１１（内線２３９）    

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
有
田
市
社
協
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
で
す
。
３
月
に
な
り
少
し
春
め
い
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
寒
い
日
も
多
く
、
特
に
季
節
の
変
わ
り
目
は
調
子
を
崩
し

や
す
い
も
の
。
体
調
に
は
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
。 

介
護
保
険
制
度
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
の
施
設
サ
ー
ビ

ス
）
に
は
、
大
き
く
分
け
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
ケ
ア
が
あ

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
ど
ち
ら
も
、
日
常
生
活
で
介
護
や
支
援

が
必
要
に
な
っ
た
方
が
、
運
動
や
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

相
談
員
や
介
護
職
員
、
看
護
師
が
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア
に
は
さ

ら
に
リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
に
行
う
理
学
療
法
士
等
も
い
て
、
そ
の

方
の
状
態
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
ケ
ア
の
違
い
は
、
簡
単
に
言
う
と
専
門
的
な

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。 

最
近
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
が
必
要
に
な
る
前
か

ら
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
利
用
し
た
り
、
入
浴
や
リ
ハ
ビ

リ
の
た
め
に
短
時
間
だ
け
利
用
し
た
り
、
そ
の
方
の
希
望
や
状

態
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に

相
談
し
て
み
て
下
さ
い
ね
。 


